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ごあいさつ

木日の4つ の合唱団によるジョイント・コンサー ト開催に際 しまして、一言ご挨拶申し上げます。

各団は、それぞれ誕生 した背景や歴史が異なり、当然、そこに団独自の個ll■ が育まれてきた訳

ですが、木日は「四つのハーモニー 個ll■ の競演」と題 して、女声谷唱を「女声谷唱団あじさいJ

と「女声コーラスこぶ し」が、混声合唱を「西言さくらんぼ合唱団」が、男声合唱を「セレステイー

ナ男声谷唱団」が、各々趣向を凝らして演奏いたします。

このジョイント・コンサー トは、昨年 9月 から数回の打ち合わせを重ね、各団の指揮者先生の

ご意向も確認 しつつ、演奏由の内容、ステージ順、合同由の選定などの準備を行い、コンサー ト

の休lllを 整えてきました。

その結果を木日、皆様にご披露する次第ですが、なかには、いつもとは色合いが異なった、子

俎を覆すような選由で、並に新 しい一面を見せてくれる団もあるかもしれません。女声合唱の繊

細で美 しいハーモニー、混声仝唱の調わの取れた綺麗なメロデイー、男声谷唱の柔らかで豊かな

ハーモニー等々、皆様に楽 しんでいただ|す れば幸いです。どうぞお聰きください。

女声谷唱団あじさい  西菅きくらんlr杏唱団

女声コーラスこぶ し  セレステイーナ男声杏唱団 メンバ ーー日

Stage.1女 声 合 唱 団 あ じ さ い    指揮 :辻  伸高  ピアノ :細見真理子

3.群青

4.希望のうた

女声合唱由集「新編 。苦の空に」より

1.短歌による 書 の 空 に     大沼 縫子:作詞/公木 竃夫:作由

女声仝唱由集「うたをうたうとき」より

2.き み 歌 え よ             谷りl酸太Йる:作詞 /信長 貴宮 :作由

女声合唱とピアノのための組由「みやこわすれ」より

3.|よ つ か ギl          野こ  社 作詩 /千原 英喜 :作苦

Stage.2西宮さくらんぼ合唱団 指橿 :三木比奈子  ピアノ :上岸 芳子

1.百万木のバラ
人.ヴ オズ ネ セ ンス キ ー :作詩 /松山 善 三 :訳詞

Rパ ウ ル ス :作苗 /赤坂 元雄 :編苗

店,ll啄 木 :作詩 /新井 満 :作苦 /大口桜子 :編由

福ら県南相馬市立′Iヽ 高ヤ学校 平成 24年度卒業主 :作詩

小口美樹 :作 苗 構成 /信長責宮 :編油

きならいずみ :作詞 /式 義和 :作由

2.ら るヽ の出に向ひてさと



休憩

Stage.3女声 コーラスこぶ し

1.コ ーラスかあさん

2.糸

3.風 よおヽるさとよ

4。 Smile Again

1.光酒場

2.津軽海映 0冬景色

3.真赤な太陽

4.時代

指IIE:山本 収  ピアノ :上岸 芳子

Stage.4セ レステ イーナ男声合唱団 指llE:辻 伸高  ピアノ :北出 真央

新崎 恙子 :作詞 /端慶覧尚子 :作由

十尉みゆき:作詞・作苗 /ロヤ 達也 :編由

きならいずみ:作詞/安広 真理 :作由

十出 真理 :作詞・作由

なか11し ネヒ:作詞 /十村 泰士 :作由 /落若

両久  悠 :作詞 /二木たか し:作由 /落若

吉岡  治 :作詞 /原  信夫 :作由 /青木

ヤ島みゆき:作詞・作由 /十村 茂隆 :編由

雅弥 :編苗

雅弥 :編由

番 :編由

Stage.5合同ステージ

1.たの瞳

指 揮 :辻 伸高

荒木とよひさ:作詞 /二木たかし:作油 /横ム 潤子 :編由

ピアノ :糸田見真理子 /北出真央

2.哀Lを Jう く ろ う           森ロヤエ子 :作詩 /荒木  栄 :作由

指 揮 :三木比奈子

ピアノ :上岸芳子

混声谷唱のためのカンタータ「_Lの歌」 より

3.大地 讃 頌                大木 惇夫:作詩/佐藤  員:仙

指 揮 :山本 収
ピアノ :上岸芳子



◆女声谷唱団あじさい
『短歌による 茜の空に』

これは大沼縫子さんの短歌に、公本電夫先生が作由したものです。妓さんの依頼で作られたそうです。死の恣しみ

を超えた、魂の、すきとおった清浄感をこの由に見ることができました。それが書の空です。素晴らしい曲です。

最初はどのように歌うか、違わ惑を感じる人がヽヽましたが、幾度か練習していくうちに、たをうたね、たを込めて

母に沐げることが出来るようになり、歌い上げることが出来たと思います。

『きみ歌えよ』
きみ歌えよの最初のメロデイー、この由を歌い始めるとじっとして|よ いられない、自然に体が動き出す。男気があ

あ、れ出す。なしいこと、つらいこと、嬉しいこと、好きなこと、うたをうたうときは “一人で歌えよ"歌っていると

最後に “誰かが耳をすます"。 子供も歌えるような楽しい歯です。

『はっか草』
今人生を振り返り、せき母からの言葉 “tま っか草のような人になりない "ヽと 、あの美しい母の声、 はっか草の

清らかな呑りと、まさに、はっか草のような母とからめて、母への深い思いを温かく、清らかに切々と歌い上げます。

千原先生のどこか演歌調の、泣 きの入った由を、どのように歌い上げることが出来るか、素晴らしく美 しい由です。

◆西留きくらん|ミ合唱団
『百万本のバラ』

資い 絵ヽ描きが踊り子に恋をしました。1ヽ さな家を売り、街十のバラの花を買いました。さて、走の行方はどうなっ

たでしょう。

『ふるさとの山に向ひて』
石りll啄木の詩に「千の風になって」でも有んな新丼満さんが作由した機で、お、るさとを俎い、llaか しむ啄木のた情

が切々と感じられます。

東日本人晨災とそれに続く原発事故から5年、未だに復興の兆 しも見えず、お、るさとを追われた多くの人たちが不

自由な生活を茶後なくされています。次の2由 は、そんな束日本人震災の枝災者に激励のエールをおくるために

'|られた由です。

『群青』
津波で友を人い、衣射能で汝郷を追われ、離れ離れになった生徒たちが、いつの日か群青色の街で再会する日を願

う由です。

『希望のうた』
きむらいずみさんと式義表さんのコンビで、震災後の今をうたった由。作働者の式さんは「未だ希望を持つことな

どできない、という思いの方々も多くいらっしゃる十で、この曲は、むしろ『希望へのうた』なのだろうJと 語って

おられます。

◆女声コーラスこぶし
『コーラスかあさん』

今夜のメニューはカレーとサラダ。

コーラス練習日の定春です。「おかあさん、行ってらっしゃ～い !」 「行ってきま～す !」

『務冬』
あなたにめぐり会えたのは、奇琳に見えて理令だったかもしねません。たて糸とよこ糸のように、二人で人生と言

う布を織りあげていくのです。だれかの役に立つ布になりますように。縁あって、こぶしで虫会った私たちも、まる

で布を織りあげるように支え谷って歌を作っている気がします。

『風よふるさとよ』
石島原発事故で故郷 を追われている人たち。美 しい町でつつましく暮らしていた日々が突然断ち切られ、帰るめど

さえ今はたちません。その悔 しさやも しみ、経 りにより添い支え続けたい。原発のない社会 を望みます。

『Smile Again』
長い人生には防事休すJの時もある。どうぞ元気をだして!と この歌を贈ります。



◆セレステイーナ男声谷唱団
このステージでは、肩ひじ張らずに気楽な気分で、谷唱のもうひとつの承1面 を楽しんで頂きたいと思い、 昭わ

40～ 50年代に発表された歌謡由のなかから、それぞれ趣の異なる4由 を取り上げてみました。いずれも大ヒット

した歯で、日本の歌謡由の歴史に名を残する由だと思います。どの働も、殆どの人がご存じだと思いますが、私達と

ご一緒に軽く口ずさんで頂き、歌謡由の合唱を重じて合唱の世界を改めて好きになって頂ければと思うものです。

『北酒場』
細夕]|た かしの歌で 1982年 (昭わ 57年 )3月 に発表されました。演歌にしては珍 しい軽快な由俎と党えやすいメ

ロディで幅広ぃ年蛉層に浸透 し、同年の『第24口 日本レコード大賞』で大賞を受賞しました。lr・3じ 日の『第33ロ
NHK紅臼歌谷戦』でも演基され、昭わ 50年代を代表する流行歌のひとつとなりました。

『津軽海峡・冬景色』
この由は石りllさ ゆりが歌って 1977年 (昭わ 52年 )1月 に発表されました。同年の『第 19口 日本レコード大賞』

で歌唱賞を受賞しています。この由は北海道へ向かう真冬の青函連絡船上での、複雑な女ll■の胸の内を垣間見るよう

な歌詞と相まって、同じ演歌と|よ いえ、最力の「比洒場」とは全く別の演歌の世界を表現 しています。なお、後年、

歌詞に登場するゆかりの地として、青森市の青函連絡船～メモリアルシップ「入甲口丸」の横と竜乗IIFに 、それぞれ

歌碑が史立されています。

『真赤な太陽』
美空ひばりとジャッキー吉夕ll&ブルーコメッツの歌で 1967年 (昭わ 42年 )5月 に発表されました。この年代は

グループ・サウンズの全盛期で、当時30歳の美空ひばりが大人気のブルーコメッツの5人 をバックに、テレビの歌

謡春組で初めてミニスカー ト姿を教露し、ゴーゴーダンスを踊りながら歌うなど、それまでの彼女のイメージとは大

きく異なる新境地を示しています。なお、谷唱版は青木肇の編由です。青木は日本を代表するアカペラグループの「 ト

ライトーンJでヴォーカルベースを担当。また、ジャズコーラスに傾■llし ており、本歯もジャズ風のアレンジとなっ

ています。

『時代』
1975年 (昭和 50年 )に十島みゆき自身の歌によって発表され、同年の F第 6口世界歌謡饗 でグランプリを受

賞しています。後年、卒業大で歌われたり音楽の教科書に掲載されたりCMに も用いられるなどして親 しまれてきま

した。また、十島みゆき本人によってリメイクjIXが出される他、多数のアーテイストによってもカバーされたり、谷

唱用にも多数の編由がなさオlて います。2007年 に「日本の歌百垂」にも選lゞれる等J`pOPSを 代表するる由です。

◆合同演奏轟
『心の瞳』

この議は、え来は坂木えのために用意 されたもので、1985年 5月 22日 に坂木九がファンハウスに移籍後最初のシ

ングルレコー ドのB面由として発売されましたが、同年 8月 の日航機墜落事故にな き込まれて地去 し、結果的に遺作

となりました。議は絆 をテーマとした内容になっており、坂木えは曲が完成 したとき、この由を大いに気に入ってコ

ンサー トのラス トナンバーにしようと考えていた様子が伺える逸話が残っているそうで、今後の音楽活動の新たな契

機 として気持を込めていたようです。

坂本え自身の歌は、難去後の同年 9月 1日 にNHK― FM教送で追ll●アナウンスを添えて次送 されていますが、墜

な事故があった同じ年に、十学校教論の長谷りll冊1が谷唱由に仕立て生徒に歌わせたものが入づてに近隣の学校などに

広がり、後に滝口亮介 をはじめとして、横出潤子、梅垣達恙等の多 くの音楽家によっても谷唱油に編由 されており、

え在では合唱由としての知Z度が高く、混声 3部谷唱として中学生を十たに広 く歌われ親 しまれています。

『花をお くろう』
作詞の森田ヤエ子と作由の荒木栄のコンビは「俺たちの胸の人|よ」「口植えうた」「二月のうたJ「がんばろう」「わ

が母のうた」など数々の愛唱歌を生み出していますが、仲間たちの結烙を札う歌も数多く夕]っ ています。この歌もう

たごえ理動に参か していた仲間の結婚式に寄せたもので、薔難の道をともに歩み結ばれた二人に、二人の好きなオレ

ンジ色の花を贈ろうと

'lら

れた由です。/・F間 を思う温かさにあら、れた曲で、番留きくらんぼ合唱団では団の愛唱歌と

して事あるごとに歌っています。

『大地讃頌』
この由は、カンタータ「上の歌」の最終～第7楽章で、テーマの “土"|よ、作由された昭和37年の菅十の歌会始の

御題によったものだそうです。作詞オである詩人の大木惇夫さんはクリスチャンですが、この最終章について “夕1逹主

が恙けわたした人生の下に、美しい荻物のごとく敷きのべた大地、その本来の大自然を思う時、大地口掃の志願は、llll々

として胸を突き上げる。物賃石能の現せに、言葉による精神の吐スは力弱いであろうが、これを音楽に託 し、せめて

たある人々に詐えようとして、このカンタータ「大地讃頌」をlll作 した次第である。"と 述べています。



◆女声谷唱団あじさい
1982年に神戸市十夫区雲十′lヽ 学校PTAコ ーラスを卒業のお母様方の要望で、ま広岡隆工先生の御指等のもと、

「女声谷唱団あじさいJを設立 しました。2011年、若くてエネルギッシュな土仲高先生を指揮者に壼え、歌う喜び

を大切に毎口厳 しくも楽しく練習に励んでいます。

一年間の活動としては、共庫県、神戸市、十央区の各谷唱祭、シルバー谷唱コンクール、施設訪間、その他、たく

さんの舞台に出演しており、周年記仝演基会は5年に一度開催 しております。最重では2014年 5月 にセレステイー

ナ男声合唱団とのジョイントを開催。他団体との交流も楽しい舞台です。

団るは団員一人一人の持っているカラーが、美 しいハーモニーで一つになり、様々なあじさいの花が咲くようにと、

た付けられました。

2014年には共庫県おかあさんコーラス優参団体賞を受賞。えに同年の全国シルバー合唱コンクールでは銀賞を受

賞しました。また本年6月 7日 には、日野原重明先生設立の「新老人の会」2016フ ォーラムに出演させていただく

ことに咸りました。それらの喜びを “力"に して、ますます美 しいあじい のヽ花が咲き、皆様にお聰かせ出来ますよ

うに、一歩一歩前進 して行きたいと思っております。

◆西ウさくらんぼ谷唱団
さくらんば谷唱団は今から62年前に西セ地方労働組合協議数 当時 )の 青年部、婦人部、吹面サークル、コーラ

ス部等のメンバーと岸口耕―スらによって産声を上げました。夕l立以来、うたごえ運動の原点である「うたごえ:よ平

わの力J「 うたごえは生きる力」のスローガンのもと、地域に根ざし、地域の皆さんに支えられ、いのら、暮らし、

平和、憲法が輝くな会をめざして歌ぃ続|す ています。

谷唱の他にわ太鼓のグループもあり、出前の演基活動も行っています。また、3ヶ 月に一度の割合で「うたごえサ

ロンJと いうみんなで歌うつどいも開いています。「うたごえサロン」には、毎口 100ん を超える規模で参か着をお

迎えし、楽しい時間を過ごしています。ぜひ一度歌いにお越 し下さい。お待ちしています。

今年 10月 16日 に「アミティホール」で開催する「共庫のうたごえ奈典 inに しのみや」の成功に向けて、「女声コー

ラスこぶ し」とともに事務局団体として準備を進めてぃます。詳 しくはプログラムに快み込んでいますチラシをご覧

下さい。今後ともご支援を賜りますよう、よろしくお願い致 します。

◆女声コーラスこぶし
1991年 2月 に女声コーラスこぶ しは誕生 しました。26年前「仕事を頑張りながら歌も歌いたいね」と集まった

仲間は 13Zで したが、今は40る を越えて、年かも20～ 80才代まで二世代家族のように成長 しました。

西ウコーラス大会、日本のうたごえ祭典、キューピーお母さんコーラス大会、全国シルバー谷唱コンクールなど、

発表の場に積極的に参か して他団体と学び谷っています。西宦すなご医療稲社センターと今津公民館で、楽 しい恒711

イベント
｀
うたごえ喫木

″
も開催 しています。また、訪問演本におじやまするわ社施設や病院では、歌の持つ魔法の

力に鶯き、歌っていて良かったと思います。

好きな歌を歌える平わな社会を子どもたちにテ|き 継ぐために、核共思廃絶を願う国民平和大行進など平和をキる理

3/Jに も参加 しています。

これからも「愛と平和と豊かな人生Jを合言葉に歌い続けたいと思います。

◆セレステイーナ男声合唱団
セレステイーナ男声合唱団は 1922年 (大工 11年 )の力l立 で、今年で94年 Elを ユえました。大学のグリークラ

ブ等を除く一般の谷唱団では、日本一の歴史と伝統を誇る仝唱団と客かに自負 しています。

“セレステイーナ"と は、ラテン語で “天上の妙なる調べ"を 意味 していますが、1927年 11月 26日 に宝塚大rll

場で開催された日本最力のコンクールである第 1口谷唱競演会に出演し、夕l立僅か5年で全賞を受賞しました。その

後、宝塚音楽歌劇学校教授のコーゼフ・ラスカ人を指揮者に迎え、第3口 のコンクールでも再度金賞を受賞するなど、

電気盛んな黎明期でした。戦十・戦後の混

`ヒ

期には、やむなく活動の中断を奈後なくされましたが、団員の努力で復

活を果たし、今日に至るまで脈々と歌い続けてまいりました。

近年 1よ 、15年間続いた 1.17阪神淡路大震災追lltの 集いでの演奏や、西奮市民コーラス大会、全国シルバー谷唱

コンクール、関西谷唱連盟のバッカスフェスタ等に出演の他、友誼団体とのジョイントコンサートや教会でのコンサー

ト、福祉施設での慰間演基等を行なっており、これらの活動が認められて2011年 6月 には共庫県知事友彰である「

くすのき賞」を受賞しました。

また、全国シルバー谷唱コンクールでは 1996年 に初出場で金賞を受賞するなど、好成績を収めてきましたが、殊

に、2007年に土先生をお迎えしてからは、厳 しいご指等の結果、本年迄に金貢3口、銀賞2口 を受賞しています。

来年は
'1立

95周年の節日にあたり、記谷演基会を開催予定ですが、更に夕l立 100周 年を目指 して、これからも

セレステイーナのんに入じないよう、また、これまでの諸先輩によってア|き 継がれてきた伝統を次世代に伝えて行く
べ く、励んでいきたいと思います。



指揮者 山本 収 (や まもと おさむ)

大阪音楽短期大学器楽科ピアノ専攻卒業。tF子園短期大学講師を経て現在ピアノレスナー

および女声コーラスこぶし、神戸市役所センター谷唱団、神戸女声谷唱団帝任指揮者。

作山活動で1よ 、人の編由による「こどものうたピアノ伴奏集J(ば るん社)を 出版。日本

音楽工房を設立 し、演奏会のCD、 レッスン用テープ等の作成も手がける。

指揮者  三木  比茶子 (み き ひ な こ)

大阪音楽大学者楽学部声楽学科卒業。その後、関西歌劇団に入団し「ヘンゼルとグレー

テル」のグレーテル役でデビュー。1992年ザルツブルクのモーツァルテウム音楽院にて、

リートをパウル・シルハウスキー人に師事。翌年、神戸にてリサイタル開催。兄在、ライフワー

クである谷唱指幕を十にとした演奏活動を行っている。シェーネ・シュテインメン、日本

演奏連盟、各会貝。神戸カンマーコーア谷唱指早着。1996年 より西ヤ きくらんぼ谷唱団

帝任指揮者。

指揮者  土 伸高 (つ じ のぶたか)

1977年、芦屋生まれ。関西学院中学部・高等部 を経て、関西学院大学経済学部卒業。高等部・

大学在学十、グリークラブに所属 し指揮者 として活躍。卒業後、関西学院グリークラブの

OB仝唱団である新月会で今唱活動を続llる 榜 ら、コール・アルファを結成 し、活動の幅

を広げる。指揮法 をま北村協一人、広瀬康夫スに師事、声楽を大久保昭男人に師事。え在、

新月会、コール・アルファ、セレステイーナ男声谷唱団、女声谷唱団あじさいの指揮者 を

務める。な労士事務所 響 所長、士業ネットワーク諾士会 講師、大阪府ヤ′lヽ企業家同友会

青年部 幹事。

ピアニ ス ト 上岸  芳子 (かみ ぎ し よ しこ)

大阪音楽大学者楽部ピアノ専攻科卒業。在学十「ザ・カレッジ・コンサート」「新入演基会」

などに声楽や悉楽とのアンサンブルで出演。事業後もピアノソロのみに限らず、リート伴

基や室内楽で、数多くの演奏会やサロンコンサートなどに出演するなど、精力的に活3/Jし

ている。

ドイツリー トを岡原慎也、ビアノを後蒸幸子、入杉修子、岡原槙也の各人に師事。マーシー・

スタップ女史、クラウス・シルデスのレッスンを受講。2004年より女声コーラスこぶ し、

2005年より西言さくらんぼ合唱団帝任ピアニスト。

ピアニスト  細見真理子 (ほ そみ まりこ)

共庫県立all戸 高校卒業。大阪教育大学専攻f―lピ アノ科修了。関洒学院グリークラブ、淀

夕ll混声谷唱団、神戸女子大学コーラス部、コール・アルファ、他様々な合唱団の伴奏者と

して活動。また千原美喜「銀河の序J、 信長貴宮「くちびるに歌を(滉声版 )J「讃歌」、光りll

昇「うたら、やうにゆつくりと……」「やさしさときびしきの天使 (混声版)」 、横山智昭「空

を見上げてJ、 佐蒸賢大Йβ隕 顔の魔法」「A Boy's lnspiraむ on」 等の委嘱初演ステージ

をはじめ、東西四大学谷唱演基会他多くの」oint演 奏会の谷同ステージに出演。ピアノを

壼木弘子スに師事。大阪信愛女学院短期大学、神戸女子大学非常勤講師。

ピアニス ト  光出 真夫 (き たで まお)

県立西菅高等学校音楽科卒業。式庫り11女子大学者楽学部演奏学f‐l卒業。2014年 ローヴェ

レ音楽演基研修に参か し、ヴインチェンツォ・バルザーニ氏、差埼淑人のレッスンを受講。

デイプロマ取得。在学十、パヴェル・エ レット入と共演、公開レッスンを受講。第26ロ ニ

ロ市シテイ・フレッシュコンサー トに出演。これまでに、内海本織、佐藤明子、荒木美桂、

右近恭子の各人に師事。セレステイーナ男声谷唱団ピアニス ト。



〔女声合唱団あじさい〕
ソプラノ
井内 好美  石崎 桂子  宇梶 和子  河木 紀子  岸口 豊江  河野 典子  佐々木佐知子

重  邦子  林  延子  入木 工子  仏本 恙子  お口 周子

メゾソプラノ
勝口 陽子  清藤 道子  ′|ヽ 島 

～
子  土  暢子  逹  オ呑  野波 悦子  荻原瑠璃子

平口 わ子  藤井 寿子  松本 豊子  松本 陽子  森本 昌子  横山 潤子

アル ト
金子 淳子  河木 わ子  林原 茨代  藤な 幸子  三宅 節子  森木 幸子  出縣 時代

吉村千賀子

〔西菅きくらんぼ合唱団〕
ソプラノ
石ヨ 千絵  岡沢

式地 区代  島津

橋本 ま子  婦木 く

ア ル ト
阿部 陽子  有末 愛子  越智 光江

竹内 清子  十丼 晴美  十決 治実

吉沢喜代子

テノール
伊藤 工尚  分鹿 一広  福口 おЙβ

ベ ー ス

潮見  葦  多口 丈男  谷吉  蒻

〔女声コーラスこボ し〕
ソプラノ
粕原佐紀子  比野 次子  木村  操

平嗚員智へ  婦木 くに子  藤井  恙

メゾソプラノ
岡村美智子  國式恙美子  群瀬麻里子

口十 洋子  寺木 晴子  西野 典子

アルト
梅木 幸子  大江須美子  大重 順子

城下 弘子  滋保いづみ  宮岡 道子

〔セレステイーナ男声合唱団〕
トップテナー
石原 洪三  上口 洋一  在藤 雄ニ

藤原 清貝1 き胡 博已  望月 重貴

セカンドテナー
上17 工明 奥井  弘 影甚 え熙

口十  見  弘ヤ 健―  出下厳一郎

バリトン
石原 潤一  梅村 貞造  木為 三雄

着栞  進

ベ ー ス

足立 一洋  大石 敏夫  大月 厚生

萩原 篤恙  花木 和範  松口 吉陽

季  口原 淳次

挙 (セ レステイーナ男声谷唱団)

由利  沖永台紀子

節子  鈴木 幾子

に子

′lヽ 野 清美  経 4・l 重子

谷  二枝  口野 幸代

木村 淳子  阪本みずほ

原 喜久枝  森天 典子

藤原 清則  森  昭夫

天満 修一  藤丸  徹

杵島 まさみ  き結 恙子

十島由美子  西岡 タマ子

佐古せつ子  乗口 悦子

数内 敏子  吉岡 篤子

保坂 遣夫

′|、 二 陽子  菅澤 智子

藪  照美

斉藤 順子  里見真美子

狭間 裕子  平野 弘子

間脇 喜代  光出真AII子

永井務美恙  十村石里子

杉野  昌え  曰十 邦博

森曰 良平

わ藤 直樹  網座 規夫

後藤 國隆  下vL  功

夕ll本 質一  酒井 芳隆

松出 茂司

鉛鹿 胤美  土谷 章子

立津 尚子  口十 真理

出内 美子  出下 厚子

喜口あ、みへ  渋谷 澄子

深IIl米 太郎  石井 幸夫

及口 美和  坂IIl 正行

須原 茂樹  十日 本一

鈴 木

木演基会にお|す る音楽著作権料については」ASRACに ■請済みです。  晨紙デッサン|よ Bαss会本


